
分科会No.８ 

一見何もなさそうに同じ地域ですれ違う一人ひとりは、何かしらの当事者性を持

ち暮らしています。それは、認知症の親の介護者をする人・発達障害のある人・一

人暮らしの高齢者・DVに悩む人。。。「地域」は、その多様さと悩みが混在している

場ではないでしょうか。分科会では、刑務所を出所した方と薬物依存症回復者から

話をお聞きし、まず気づくことから、「地域」で共に暮らすということをみなさん

と一緒に考えたいと思います。 

気づき 
～「地域」で共に暮らす～ 

市民社会をつくる ボランタリーフォーラム TOKYO2015 

日時：平成 27 年2 月7 日（土）10:00〜12:30 

会場：飯田橋セントラルプラザ 

定員：20 名 

参加費：2,000 円 ＊３日間のすべてのプログラムに参加できます 

 

申し込み方法は、裏面をご覧ください。 

＜出演者＞ 

野田 健二さん（回復共同体ま～る理事長） 

渡辺 肇さん（武蔵野ダルク代表） 


